
臨床美術⼠として活躍するために≪信頼≫を勝ち取る

▼ 講座の詳しい内容、お申込方法などは裏面をご覧ください

2018年度 第1回開業⽀援講座

あなたのギモン、本講座で解決できます！
講義、演習、動画を使った講師による個々へのフィードバックを含んだ

実践的なプログラムを、短時間で凝縮して学びます。

明日からすぐに使える＜あなたを輝かせるコツ＞、身につけましょう！

印象マネジメント講座
●臨床美術士って造形的なセンスやスキルだけじゃダメなの？

＜見た目＞ってどこまで大切なの？

●セッションが出来ない時でも、臨床美術士としての

＜自分の良さ＞を伝える方法ってあるの？

●＜パーソナル・ブランディング＞って、結局どういうこと？

●現場担当者とのコミュニケーション、もう少し円滑になる

話し方や聴き方のコツってあるのかな？

こんなギモン、お持ちではないですか？

「あなたにセッションをお願いしたい！」
そう思われるには＜あなたの価値＞を伝える必要があります。



臨床美術士としてのセカンドキャリアを築いていきたい方へ。

臨床美術士として活躍するには、当然ながらセッションの機会を獲得していくことが必要です。ご自身で身

につけた造形的スキルや知識が十分でも、それを発揮する現場がなければ、もったいないと思いませんか？

本講座では、元NHK衛星放送キャスター、アナウンサー歴20年のキャリアを持ち、テレビ視聴者の心をつ

かんできた講師が、「印象」を通じて＜パーソナルブランド＝信頼＞を確立し、臨床美術士としての可能性

を広げ人生をより良いものにするための、理論と実践法をお伝えします。

臨床美術士としての＜あなたの価値＞をしっかり伝える表現力を、短時間で磨き上げましょう！

■はじめに
・なぜ臨床美術士でも「外見」「話し方」の印象が必要なのか？
・臨床美術士として活躍するためのビジネスマインドと
パーソナルブランディングという考え方
・自分の価値を伝える「外側」と「内面」
■動画考査
・臨床美術士として、どんな自分になりたいか
・動画撮影による印象の確認
■相手目線で好感を得る「見た目」
・表情
・おしゃれと身だしなみの違い
・ヘアメイク ・服装 ・態度、立ち振る舞い等
・トレーニング演習
■話し方と聴き方のコツ
・初対面で好印象を残す、挨拶＋α
・話し方のコツ：感じの良い声の出し方、抑揚、結論先行等
・聴き方のコツ：ペーシング、あいづち、表情等
・トレーニング演習
■質疑応答・まとめ

講師プロフィール

■元NHK BSキャスター。10年にわたり「ワールド
ニュース」「マーケット情報」を担当する。
大学卒業後、中部日本放送アナウンス部入社。
その後フリーになる。
のべ3000回のインタビュー取材、のべ20000人
の前で話す等、20年に渡りTVを中心にスポーツ、
経済、情報番組で実践経験を持つ。
日本の文化習慣、人間心理に根づいた話し方を
基にプレゼンテーションやビジネスコミュニケー
ションスキルアップ研修、講演を企業、団体、学
校等で行う。また、一児の母として、ビジネス＆
ライフ両面から、女性の活躍推進をサポートする
活動も行っている。

初対面の方にお会いする時の服装やメイクで
お越しください。お手持ちの洋服で結構です。
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